発電機・火気ご利用の方へ　提出要
消防署への届け出のために必要です。①②を提出してください。③は各自でご利用ください。
marche@nagashimaresort.jp　マルシェ出店者専用メール　FAX　0594-45-1119
ナガシマリゾート企画宣伝課 内 なばなの里マルシェ事務局　宛て　※事務局携帯　080-4599-3615
1 配置図　※台や消火器・発電機等の配置をご記入ください。
	出店　ブース名
責任者名
携帯番号
	

	キッチンカーの大きさ 　　　　m × 　　　m
テーブルの大きさ 　　　　　　m ×　　　 m



【記入内容及び注意事項】
1 火気器具を使用する場合、設置場所と器具名を記入してください
2 火気器具を使用する場合、消火器の設置が必須。図面に消火器の場所を記入してください。また、消火器は各自ご持参ください。【ABC粉末消火器（10型推奨）】
3 [image: ダイアグラム]火気器具の中でも、器具の表面に可燃物が触れた場合に発火するおそれのない器具（電気ポット、コーヒーメーカー等）であれば、消火器の設置は不要とはなりますが、これらの器具の電源として携帯発電機を使用する際は、消火器設置義務の対象となりますのでご注意ください。



2 火気使用器具・使用燃料・初期消火に係る調査票
下記の表に、該当する全ての　（　）　に　（○）印　をつけてください。（複数回答可）
	火気使用器具
	（　）　なし
（　）　ガス機器　例：ｶﾞｽｺﾝﾛ、ｶｾｯﾄｺﾝﾛ、鉄板、蒸器、ｵｰﾌﾞﾝ、ﾌﾗｲﾔｰ、ﾊﾞｰﾅｰ、保温器
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　）　電熱機器　例：電熱ｺﾝﾛ、IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ、ﾎｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ、蒸器、ｵｰﾌﾞﾝ、ﾌﾗｲﾔｰ、保温器
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　）　その他　例：発電機、七輪、ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰｺﾝﾛ、ｱﾙｺｰﾙﾗﾝﾌﾟ
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	使用燃料
	（　）　なし
（　）　気体燃料　　保管量：　　　　　　　　　　　例：ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ、ｶｾｯﾄﾎﾞﾝﾍﾞ
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　）　液体燃料　　保管量：　　　　　　　　　　例：ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、灯油、燃料用ｱﾙｺｰﾙ　
＊ｶﾞｿﾘﾝは携行缶を使用すること
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　）　固体燃料　　保管量：　　　　　　　　　　例：木炭、薪、固形燃料
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　）　その他　　
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	初期消火
	（　）　なし
（　）　消火器
（　）　その他　　例：水バケツ、空気遮断の為の蓋やカバー等
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



③自主点検表　
各自で該当する事項をチェックし、安全に実施しましょう。　（提出不要・各自対策を）

	自主防火管理
（消火の準備）
	· 消火器を準備している。

	
	· 消火器を正しく使用できる。

	
	· 119 番通報、避難誘導等の担当者が決められている。

	開設場所
	· 消火栓、防火水槽等の使用を妨げる場所に設置していない。

	
	· 消防車の進入や周囲の建物からの避難に支障がない場所に設置している。

	
	· 強風等で屋台・テントが倒壊、飛散しないように固定されている。

	火気器具等
	· 不燃性の床、台などの上で使用している。

	
	· 近くに燃えやすい物を置かない。

	
	· 周囲は常に整理、清掃に努めている。

	LP ガス
	· ボンベは平らな直射日光の当たらない風通しの良い場所に、鎖等で固定して設置され、火気器具等から２ｍ以上離れている。

	
	· ゴムホースは、ひび割れや焦げ等で劣化のない LP ガス専用を使用している。

	
	· 火気器具とゴムホースの接続は確実に行い、ホースバンドで固定している。

	
	· 1 本のボンベから 2 以上の火気器具等に分岐して使用していない。

	カセットコンロ
	· 取扱注意事項を守り、正しく使用している。

	まき、炭等
	· 火元を離れず、残火や取り灰などの後始末を確実に行う。

	電気器具
	· タコ足配線をせず、許容電流を守る。

	
	· 水がかかるおそれのある電気器具・コンセントは防水性能があるものを使用。

	
	· コンセント、配線には照明器具等の荷重がかからないようにする。

	発電機
（可搬式等）
	· 正しい使用・取扱方法を確実に理解している。

	
	· 観客等が容易に近づけないように、区画している。

	
	· 途中で給油しなくても良いようにしている。

	
	· 運転中、暗い場所や観客等のいる場所での給油をしない。

	危険物容器
（ガソリン等）

	· 運搬及び保管する容器は、消防法令に適合した金属容器を使用し、キャップを確実に閉め取扱説明書に基き正しく使用する。

	
	· 直射日光が当たらない風通しの良い場所で、発電機及び観客から安全な距離を保つ。

	
	· 容器キャップを開ける前に、必ず安全な場所で圧力調整弁から圧力抜きを確実に行う

	暖房器具
	· 燃えやすい物から十分離して使用し、使用中はその場を離れない。

	放火防火対策
	· 2日間以上にわたり開設する場合には、LP ガスボンベその他の燃料、発電機は、露店終了後には持ち帰る。

	
	· ゴミ等の可燃物を持ち帰り、整理整頓を確実に実施する。
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